
2021/10/24（日） 小秀山（1982ｍ） 

  

                        メンバー：L辻、岩田、福田、非会員 1名 

  

 200名山、信州 100名山の小秀山に行ってきた。こひで山です。（こはげ山ではありません） 

妙高山の計画が突然の降雪で没。軒並みの降雪に迷った末決定した小秀山。参加者の皆さんの 

ご要望で当所、大滝村白巣峠からの計画を立てたのですが、直前のリサーチで通行止めと判明 

（大滝村観光協会に確認）急遽、岐阜県中津川市からの乙女渓谷コースに変更しました。 

 

 3：30早朝茅野発。気温０度。霜で真っ白状態でした。 

駐車場到着時、下駐車場 2台。上駐車場 2台。皆早いね。トイレきれいだけど電気無く暗かった。

二の谷登山口から出発。水が透き通っていてエメラルドグリーンの淵があちこちにある美しい渓谷

を登っていく。渓谷沿いにいくつもの木段を上り、ねじれ滝、夫婦滝、孫滝と色いろな滝を楽しむ。 

もみじが少し紅葉しており、もう少しすればきれいな紅葉とのコラボが見られるのかな。 

階段の朽ちた所は補修されてはいるものの危ない個所もあり注意深く歩行。雨の後は歩きたく

ない木道だ。滝が終わり木段も終わるとその先は一気に急な登山道に変わる。 

 

 カモシカ渡りまでの 1ｋは超アスレチック。木の根っこの急な段差（足が届かない！）枝にしがみ

つき、岩をよじ登る。何ともスリリングな岩場でロープや鎖が欲しい。宝剣岳より大変？！ 

鎧岩、兜岩など巨岩もあちこちあり見どころ満載。ここまでの 1Ｈが超きつかった。 

 兜岩からは真っ白な笠ｹ岳が素晴らしくきれいに見えカッコ良かった。今年も行きそこなった！ 

三ノ谷分岐からはゆるやかな尾根歩きとなり、とても歩きやすくなるも山頂までは意外と遠い。 

 

 小秀山山頂は狭く、10人以上の人で賑わっていた。いい匂いと思ったら焼き芋してた。 

眼前に白い雪をまとった御岳山がど～ん！そのはるか向こうに霧ヶ峰、車山、蓼科山、八ヶ岳、右

側に中央アルプス、南アルプスの山並みがズラ～っと。名古屋も見られるって？！ 

 暖かな日差しに包まれ、お昼を堪能。「あれが八ヶ岳の天狗で硫黄で、恵那山はどこ？」なんて

山を確認してたら 1時間ものんびりしてしまった。 

 山頂の避難小屋、まだ木の香りがしてきそうな板壁、超きれい。トイレもきれい！ 

 

 帰りは三ノ谷コースで下山。二ノ谷コースの変化にとんだ景観と打って変わって樹林の中、烏帽

子岩が見えたり、鶏頭山が見えたり、歩きやすい緩やかな下山道。歩きやすくてすこぶるいいのだ

が緩やか過ぎてちっとも高度が下がらない。三ノ谷の登山口までが長い。もう少し角度つけた下山

道にしてほしいとの声ちらほら。 

 三ノ谷登山口からは砂利道の林道歩きとなり、やっとキャンプ場に到着。 

後日ヤマレコ見たら、8時過ぎには駐車場満車で路駐とあり。マイナーな山かと思いきや結構な人

気の山でした。 前日には樹氷、小雪が舞い、北風が寒かったとあり、今日は小春日和でラッキー

だった。滝あり、岩あり、眺望有。紅葉と渓谷美のコラボなど見どころ満載。お勧の山です。 



 【コースタイム】 天気：晴れ時々曇り  歩行時間 7時間 30  休憩 2時間 15分 

 

乙女渓谷キャンプ場 6：10～6：19ねじれ滝～6：32和合の滝～7：52夫婦滝 7：55～ 

8：35第一展望台～9：00カモシカ渡り～10：08兜岩～10：50第三高原～ 

11：07小秀山 大休憩 出発 12：00 

12：20第三高原～12：58兜岩 13：03～14：19休憩適地①14：38～15：13三ノ谷登山口      

15：50乙女渓谷キャンプ場 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 
夫婦滝 

右側に細く流れているのが婦の

滝らしいが水量無く分からない 

ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳの実 



 

   遠方は雪化粧の白山             御岳山がど～ん！ 

 

 

小秀山山頂 
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天然記念物 

樹齢  1000年越え 

樹 高    31ｍ 

目通り幹周り 13ｍ 

根周り    20ｍ 

 

 

 


